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V319a 硬Ｘ線偏光観測実験XL-Calibur気球の2022年フライトにおける現地準備状況
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偏光観測は、撮像、測光、分光とは独立な物理量（磁場や幾何構造など）が得られる強力な観測手段である。し
かしＸ線やガンマ線の高エネルギー帯域では未開拓であり、IXPE衛星による軟Ｘ線観測が始まったばかりであ
る。我々は日米瑞の国際協力でXL-Calibur気球実験を推進し（PI：Henric Krawczynski）、15–80 keVの硬Ｘ線
について望遠鏡により天体信号を集光し、高感度な偏光観測を実現する。偏光計は、Be散乱体とCZT半導体で、
コンプトン散乱の際に光子は偏光方向と垂直に散乱されやすい（クライン-仁科関係）ことを利用する。
次回は、2022年夏にスウェーデンから 1 週間の長期フライトを計画している。2022年 5月から打ち上げ場の

スウェーデン SSC/Esrange Space Centerにおいて、ゴンドラの組み上げ、偏光計の動作確認と偏光能力の較正、
望遠鏡の取り付け、姿勢系のアライメントを実施した。本講演では、現地での最終準備状況について報告する。


